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「花燃ゆ 大河ドラマ館」７月４日リニューアル！
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■教育の特色
　本校は城下町の面影が残る堀内地区にあり、生徒は充実した
高校生活を送っています。ほとんどの生徒は進学を志して勉学
に励む一方で、学校行事、部活動にも積極的に取り組んでいます。
▽藩校明倫館の流れを汲む、歴史のある学校
　歴史と自然に囲まれた落ち着いた学習環境 
▽校訓「至誠」のもと、社会に貢献できる人材を育成
　ボランティア活動の推進
▽ 進路実現に向けた確かな学力の育成
　単位制による多様な選択授業、少人数授業・習熟度別授業
の実施／卒業生の４割以上が国公立大学に合格
▽自ら考え行動する主体性・自律性の育成
　部活動や学校行事の充実
▽理数科の設置
　大学と連携した取り組みを通して、次世代のリーダーを育成
■文武両道をモットーとした部活動
　学習活動と並ぶ大切な教育活動と位置付け、任意加入でも
９割の生徒参加！
▽運動部：バレーボール（女）、テニス（男）、バスケットボ
ール、卓球、硬式野球、柔道、剣道、陸上、ラグビー
　H26 全国高等学校柔道選手権大会（インターハイ）出場
　H26 中国大会出場：柔道部、陸上部
　※駅伝競技男女アベック出場。
▽文化部：文芸、美術、合唱、吹奏楽、新聞、科学、英語研
究、茶道、生活文化、ＪＲＣ
　H26 全日本合唱コンクール全国大会銅賞
　H26 中国地区高等学校英語スピーチコンテスト３位
■学校行事の特色
　生徒主体で運営する充実した学校行事！
▽６月の文化祭はステージ発表やクラス展示、模擬店など
▽前・後期の終わり（７月、３月）には、クラスマッチで熱戦
▽７月の合唱コンクールは、市民館で開催
▽９月の体育祭は、毛利元就の「３本の矢」に因んだ、レッ
ド、イエロー、ブルーの３色の Arrows 対抗で競技
▽ 10 月・大学出張講義、12 月・修学旅行

　
市
で
は
、
次
代
の
萩
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
市
内
等
の
高
校
へ
進
学
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
関
係
者
と
意
見
交
換
し
施
策
に

反
映
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
「
萩
市
高
校
進

学
に
関
す
る
懇
話
会
」を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
話
会
で
は
、
通
学
費
の
支
援
や
寮
の

設
置
、
下
宿
の
確
保
、
高
校
の
魅
力
に
つ
い
て

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
萩
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
意
見
を
踏
ま

え
て
今
年
４
月
か
ら
市
内
等
の
高
校
（
対
象
：

原
則
は
市
内
の
萩
高
校
、
萩
商
工
高
校
、
萩
光

塩
学
院
高
校
の
3
校
で
す
が
、
奈
古
高
校
、
大

津
緑
洋
高
校
海
洋
技
術
科
・
海
洋
科
学
科
に
つ

い
て
も
市
内
中
学
生
の
進
学
状
況
等
を
考
慮
し

地
方
創
生
の
基
礎
は
教
育

地
元
の
高
校
は

萩
市
の
活
力
！

対
象
と
し
て
い
ま
す
）
へ
通
学
す
る
場
合
、
通

学
定
期
代
の
一
部
に
つ
い
て
支
援
す
る
新
た
な

制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
２
学
期
に
向
け
て
、
各
高
等
学
校

で
は
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
校
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
、
こ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
有
益
な
進
路

選
択
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
市
内
の
３
つ
の
高

校
の
特
色
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
１
回
目
の
今
回
は
、
各
学
校
か
ら
教
育
、
部

活
動
、
学
校
行
事
の
特
色
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

次
号
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
で
学
ぶ
生
徒
さ

ん
の
声
も
お
伝
え
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
２
５・３
１
４
１
）

山口県立萩高等学校
萩市で育む、新時代のリーダー

シリーズ
市内の高校
①

シンボルマーク▶
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同窓会公認マスコット
光塩びすけっつ▶

■教育の特色
▽めざす学校像
◦商業学科と工業学科の特色を生かした専門教育の推進と学
　校行事、部活動を通じて生徒が生き生きと活動する学校
◦キャリア教育の充実による生徒の多様な進路実現を図る学校
◦地域の産業や伝統文化に学び、地域に信頼され、地域に貢
　献する学校
▽学科紹介
　総合ビジネス科、情報デザイン科、機械・土木科、電気・
建築科の４学科があります
※入学後、機械・土木科は機械コースと土木コースに、電気・
建築科は電気コースと建築コースに分かれます。
▽積極的な資格取得
　資格取得に力を入れています。免許は、更新が必要ですが、
資格は一生のものです。商業系学科３年生の３種目１級合格者
数は県下第２位です。
▽地域と連携した活動
◦びわの種飛ばし大会の開催
　三見特産の「びわ」のＰＲと測量技術の発表
◦萩ＬＯＶＥハイスクール
　地域内外の指導者（萩焼作家、ＩＴ企業等）を招いた授業
◦ものづくりで地域貢献
　公共施設のベンチ製作、ジャンボリー歓迎作品優秀賞受賞等
■盛んな部活動
　加入率 100％で運動部、文化部とも元気に大活躍 !!
▽運動部：陸上競技、少林寺拳法、ラグビー、剣道、弓道（以上
全国大会出場）、卓球、ソフトテニス、バレーボール（以上中国
大会出場）、硬式野球、バスケットボール
▽文化部：芸術、情報処理、簿記、ワープロ、電気研究（以上全
国大会出場）、吹奏楽、ＪＲＣ、英語研究、機械研究、茶道
※出場実績は平成 20 年以降。
■学校行事の特色　
▽体育祭：組み体操は圧巻 !! 商工魂が爆発です
▽商工祭：クラスで団結して、歌に劇に大盛り上がり !!
▽課題研究発表会：３年間の専門性の深化を発表 !!　

山口県立萩商工高等学校
知恵と技で夢をつかめ !!

■教育の特色
　本校はキリスト教精神に基づいて創設されたミッションスク
ールです。将来社会に貢献できる人材＝「自分のまわりに喜び
と光をまく人」の育成を目標としています。一人ひとりを大切
にし、その可能性と個性を発展させる教育を実践しています。

【心を育てる教育】人間としてのあり方を見つめ、他者とのか
かわりを通して社会に奉仕できる人への成長をめざします。

【普通科の中に７つのコース制】特進コース、文理コース、情報
コース、音楽コース、美術コース、書道コース、生活福祉コース

【国際理解教育】国際性を養う英語教育とグローバルな視野
を育てるさまざまな異文化体験に力を入れています。
■充実した部活動・盛んなボランティア活動
　平成 28 年度からダンス部を新設 !!
▽運動部：男子バスケットボール、女子バレーボール、卓球、
テニス、陸上競技
▽文化部：吹奏楽、合唱、軽音楽、書道、美術、メルセダリ
アンクラブ
▽ボランティア活動も盛んで、多くの生徒が積極的に参加
◎ただいま活躍中！
◦卓球部：中国大会出場（６月）…男子団体・女子団体・男女
　ダブルス・男女シングルス
◦書道部：世界スカウトジャンボリーオープニングイベント
　出場予定（７月）
◦メルセダリアンクラブ：外国人観光客の歓迎イベントや留
　学生歓迎会で活躍中
■学校行事の特色
　体育祭、文化祭はもちろん、ミッションスクールならでは
の行事がいっぱい !!
◦開校記念ミサ、クリスマス祝い、キャロルコンクール、光
塩バザー、光塩百人一首カルタ会、コース・文化部発表会、
留学生との交流会、修学旅行（海外・国内）
▽開校記念ミサは、学校の設立を祝い神様への祈りと感謝を
捧げる最も大切な行事
▽バザーで販売される手作りの光塩ビスケットは大人気
▽海外への修学旅行は新しい発見がいっぱい

萩光塩学院高等学校
世界へ未来へ はばたく人へ

萩商工スクール
キャラクター▶
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ど
都
市
地
域
等
に
住
民
票
を
有
す
る
、
ま

た
は
他
地
域
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
２
年
以
上
活
動
し
任
務
を
終
え
て
か

ら
１
年
以
内
の
方
で
、
採
用
後
に
萩
市
に

住
民
票
を
異
動
し
て
居
住
で
き
、
雇
用
期

間
終
了
後
も
萩
市
に
定
住
し
、
就
業
・
起

業
す
る
意
欲
が
あ
る
方

※
そ
の
他
、普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
所

持
、パ
ソ
コ
ン
の
一
般
的
操
作
が
可
能
な
こ

と
な
ど
。

■
募
集
人
員　

８
人

■
任
期　

９
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31

日（
着
任
日
は
採
用
決
定
後
相
談
。取
り
組

み
や
成
果
等
で
最
長
３
年
ま
で
延
長
可
）

■
勤
務
条
件
等

▽
雇
用
形
態　

市
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
特

別
職
）

▽
勤
務
時
間　

７
時
間
45
分
、
週
４
日
勤

務
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
勤
務
あ
り
）

▽
報
酬　

18
万
円
（
月
額
）

▽
福
利
厚
生
等　

社
会
保
険
等
に
加
入
。 

原
則
、
住
居
（
家
賃
上
限
あ
り
）
や
業
務

上
必
要
な
物
品
等
は
市
が
用
意

■
選
考
等　

書
類
選
考
の
う
え
、
７
月
下

旬
に
面
接
に
よ
り
決
定

■
申
込
方
法　

７
月
14
日
ま
で
に
、企
画

政
策
課
備
え
付
け
の
申
込
書
（
志
望
動
機

や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
１
０
０
０
字
以
内
で
記

入
、萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）、市
販
の
履
歴
書
を
郵
送
、持
参

※
募
集
内
容
や
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

萩
市
で
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
み
、
地
域
再
生
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
外
の
人
材
を
活
用
し
地
域
力
の

維
持
・
強
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
人
材
の
定
住
・
定
着
を
図
る
た
め
、「
萩

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
設
置
し
ま
す
。

　
「
萩
に
あ
る
も
の 

萩
に
し
か
な
い
も

の
」を
生
か
し
て
、地
域
活
動
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
方
を
全
国
募
集
し
ま
す
の

で
、都
市
地
域
に
お
住
ま
い
で
、萩
で
の
起

業
や
移
住
等
に
関
心
の
あ
る
お
知
り
合
い

の
方
に
、ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】

■
求
め
ら
れ
る
経
験
・
人
材
等

▼
新
事
業
を
企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

経
験
や
、
観
光
や
旅
行
関
連
業
界
で
活
躍

し
た
経
験
な
ど

▼
萩
市
の
魅
力
を
新
し
い
視
点
か
ら
見
い

だ
せ
る
方
、
新
た
な
観
光
資
源
化
や
事
業

化
を
推
進
で
き
る
方

■
対
象
者　

応
募
時
点
で
３
大
都
市
圏
な

萩市地域おこし協力隊員

　

大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、
今

年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、「
花
燃
ゆ 

大

河
ド
ラ
マ
館
」
の
来
場
者
は
、
６
月
22
日

現
在
、
14
万
６
９
０
３
人
と
多
く
の
方
が

来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
か
ら
、
ド
ラ
マ
の
進
展
に
合

わ
せ
て
、
新
た
な
衣
装
や
小
道
具
な
ど
展

示
内
容
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

す
で
に
来
館
さ
れ
た
方
も
、
ぜ
ひ
も
う

一
度
ド
ラ
マ
館
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
新

た
な
展
示
物
を
見
学
く
だ
さ
い
。

◆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
（
予
定
）

▽
松
陰
先
生
が
遺
し
た
心　

ド
ラ
マ
で
使

用
し
た
「
留
り
ゅ
う
こ
ん
ろ
く

魂
録
」「
永え
い
け
つ訣
の
書
」「
松
陰

肖
像
画
」
を
展
示
し
、
松
陰
が
塾
生
、
家

族
に
遺
し
た
遺
言
を
紹
介

■開館期間　平成 28 年１月 10 日（日）まで
■開館時間　午前９時〜午後５時（入館は午
後４時 30 分まで）
■ところ　旧明倫小学校体育館
■入場料　大人 500 円、小・中学生 200 円、
萩物語セット券（萩博物館、松陰神社宝物殿
至誠館とのセット券）大人 1,000 円、小・
中学生 400 円
■駐車場　市民は無料（駐車券をドラマ館手
続場所に提示）、その他は普通車310 円、大型
バス1,030 円
■問い合わせ　大河ドラマ推進室（２５・
３１３９）

▽
新
た
な
衣
裳
で
お
出
迎
え　

ド
ラ
マ
で

着
用
し
た
、
毛
利
敬た
か
ち
か
親
、
高
杉
晋
作
、
高

須
久ひ
さ
こ子
の
衣
裳
を
展
示

▽
松
下
村
塾
の
小
道
具
を
追
加　

ド
ラ
マ

で
使
用
し
た
松
下
村
塾
の
看
板
を
再
現
、

ド
ラ
マ
で
使
用
し
た
本
を
棚
の
上
に
展
示

▽
あ
な
た
も
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
な
れ

ま
す　
「
松
下
村
塾
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
」

に
着
用
し
て
撮
影
で
き
る
衣
装
を
準
備

◦
文
の
衣
装
（
子
ど
も
用
も
あ
り
ま
す
）

や
小
道
具

◦
松
陰
の
衣
裳
や
小
道
具

▽
ド
ラ
マ
の
中
の
「
萩
」　

文
の
結
婚
式

や
松
陰
の
最
後
な
ど
、
ド
ラ
マ
の
萩
に
関

わ
る
名
場
面
シ
ー
ン
を
映
像
で
紹
介

▽
そ
の
他　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
歌
詞
と

解
説
を
掲
示
な
ど

都市圏などからＵ ・ Ｊ ・ Ｉターンして地域活動に取り組む

ドラマで使用した「留魂録」

■活動内容（活動地域）
① 観光交流事業に関する活動（市全域）
▽観光関連イベントやガイドの支援、「萩
のおたから（文化・自然など）」を保存・
活用した取り組みの支援、農山漁村民泊
体験などの支援など
② 農山漁村地域での地域づくり活動（須
佐または福栄地域）
▽須佐地域：豊かな自然や「須佐男

み こ と
命い

か」などの食を生かした観光振興、ジオツ
ーリズムの推進、体験プランによる都市
住民との交流など
▽福栄地域：地域の伝統や環境の保存・
保全活動、耕作放棄地や農業後継者不足
の解消、地域一体で高齢者を支え合う仕
組みづくりなど　

■申し込み・問い合わせ

文と萩物語 花燃ゆ大河ドラマ館

大
河
ド
ラ
マ
館
の
展
示
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

ド
ラ
マ
で
実
際
に
使
用
し
た
新
た
な
衣
装
や
小
道
具
も
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７
月
６
日
月
〜
12
日
日
は
萩
市
環
境
美
化
週
間
で
す

　

小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
も
多
数
参
加

し
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

清
掃
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

７
月
12
日
（
日
）
早
朝
～
、
小

雨
決
行
（
荒
天
の
場
合
は
19
日
（
日
）
に

延
期
し
ま
す
）

※
日
程
が
前
後
す
る
町
内
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
町
内
会
に
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
開
始
時
間
は
各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
萩
地
域
は
、
午
前
６
時
30
分
に
合

図
と
し
て
の
ろ
し
を
上
げ
ま
す
（
三
見
・

大
井
地
区
は
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。
そ
の
他
の
地
域
は
各
総
合
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ　

市
内
の
河
川
お
よ
び
海
岸
、

道
路
等

■
ご
み
の
処
理
方
法

　

収
集
し
た
ご
み
は
、
焼
却
し
な
い
で
燃

や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
缶
、

び
ん
類
を
含
む
）
に
分
け
、
配
布
し
た
市

指
定
袋
に
入
れ
、
交
通
の
支
障
に
な
ら
な

い
場
所
に
集
積
し
て
く
だ
さ
い
。

■
刈
り
草
の
処
理
方
法

◦
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
、
で

き
る
だ
け
ま
と
め
て
集
積
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
刈
り
草
が
河
川
に
落
ち
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

※
松
本
川
お
よ
び
橋
本
川
の
一
部
、
そ
の

他
各
町
内
で
敷
き
草
と
し
て
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
刈
り
置
い
て
く
だ
さ

い
。

■
松
本
川
、
橋
本
川
沿
い
で
草
の
刈
り
置

き
が
で
き
る
場
所

◦
土
原
・
川
島
の
境
界
か
ら
太
鼓
湾
ま
で

の
川
沿
い
の
土
手
（
川
島
）

◦
太
鼓
湾
（
川
島
）
か
ら
橋
本
橋
ま
で
の

川
沿
い
の
土
手

◦
山
城
精
機
前
（
沖
原
）
か
ら
市
民
病
院

（
青
海
）
ま
で
の
川
沿
い
の
土
手

※
そ
の
他
の
場
所
は
、
海
岸
道
路
沿
い
等

に
刈
り
置
い
て
く
だ
さ
い
。

■
作
業
上
の
注
意

◦
ご
み
を
入
れ
た
袋
や
刈
り
草
は
収
集
車

が
通
る
場
所
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
か
ま
、
手
袋
、
帽
子
等
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
熱
中
症
や
ケ
ガ
な
ど
、
安
全
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
作
業
中
に
ケ
ガ
人
や
急
病
人
が
発
生
し

た
場
合
は
、萩
市
消
防
署
（
２
５
・
２
７
７

２
）
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
草
刈
機
を
使
用
す
る
際
は
、
安
全
な
服

　

期
間
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
地
域

美
化
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
る
た

め
、
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
事

務
所
ロ
ビ
ー
お
よ
び
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
講

演
会
等
を
行
い
ま
す
。

①
萩
市
環
境
美
化
週
間
初
日
セ
レ
モ

ニ
ー

■
と
き　

７
月
６
日
（
月
）
午
前
９
時

～
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
ロ
ビ
ー

◦
一
日
環
境
衛
生
課
長
委
嘱
状
交
付
式

◦
「
き
れ
い
な
萩 

お
ま
か
せ
い
ど
」

認
証
式

②
リ
サ
イ
ク
ル
講
演
会

　

私
た
ち
に
一
番
身
近
な
「
食
」
と
い

う
観
点
か
ら
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

■
と
き　

７
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

■
演
題　
「
環わ

」の
く
ら
し
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
８

～「
食
」を
め
ぐ
る
環
境
問
題
～

■
講
師　

島し
ま
ぞ
え添

美み

葉は

子こ

（
経
済
産
業
省

認
定
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

③
廃
棄
物
処
理
施
設
見
学
会

■
と
き　

７
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時

～
午
後
３
時

※
市
役
所
前
庭
に
集
合
。

■
と
こ
ろ　

萩
・
長
門
清
掃
工
場
（
山

田
）、
ジ
ェ
ム
カ
株
式
会
社
（
福
井
上
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
５
９
１
）

装
や
手
袋
、
防
護
眼
鏡
等
を
着
用
し
て
、

作
業
者
同
士
の
間
隔
を
十
分
に
と
り
、
特

に
斜
面
で
の
作
業
は
、
足
場
の
安
全
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
機
械
へ
の
給
油
、
注

油
や
部
品
の
交
換
等
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

停
止
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ケ
ガ
な
ど
の
診
察
受
付

○
全
地
域　

休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー

（
２
６
・
１
３
９
７
）

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

河
川
海
岸
一
斉
清
掃

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
を
！

日月 日７ 萩地域地域の一斉清掃等
◎ 萩地域 河川海岸一斉清掃
◎ 川上地域 クリーン・キャンペーン
◎ 田万川地域 環境美化行動の日
◎ むつみ地域 むつみ地域一斉清掃
◎ 須佐地域 須佐地域一斉清掃
◎ 旭地域 身近な環境をきれいにする運動
◎ 福栄地域 福栄地域クリーンデー
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　保険料は、原則として年金から天引き（特別徴収）されます（開始時期は個人によっ
て異なります）。ただし、一定の条件の方は一時的に納付書または、口座振替による納
付（普通徴収）となります。
　なお、特別徴収の方も、申し出により「口座振替」による納付に変更することができ
ます。詳しくは、お問い合わせください。

保険料の納付方法

○
平
成
26
年
中
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額

が
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
保
険
料
額
と
納
付
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
７
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
（
緑
色
）
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
古
い
保
険
証
（
紫
色
、
有
効
期
限 

７
月
31
日
）
は
、
各
自
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

市民課保険年金係
（２５・３２３９）

下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
、

山口県後期高齢者医療
広域連合

（０８３・９２１・７１１０）

① 所得割額の軽減

② 均等割額の軽減

③ 扶養されていた方の保険料の軽減

世帯の平成26年中の所得の合計
（平成26年1月〜12月） 軽減区分 軽減後の

均等割額

33万円以下
の場合

被保険者全員が年金収入
80万円以下

（その他各種所得がない）
９割軽減 5,043円

上記以外 8.5割軽減 7,564円

［26万円×当該世帯に属する被保険者数＋
33万円］以下の場合 5割軽減 25,215円

［47万円×当該世帯に属する被保険者
数＋33万円］以下の場合 2割軽減 40,344円

上記に該当しない場合 軽減なし 50,431円

被保険者本人の賦課の基となる所得金額
（所得− 33 万円）が、58 万円以下の場合 ➡ ５割軽減

※軽減判定は、４月１日
（４月２日以降に加入し
たときは加入した日）現
在の世帯主と世帯内の被
保険者の所得の合計に応
じて計算されます。
※平成 27 年１月１日に
65 歳以上で公的年金所
得がある方は、軽減判定
に 15 万円を限度とした
控除があります。

　会社員（健康保険加入者）の妻などの扶養家族の方
が、新たに後期高齢者医療制度の加入者となる場合は、
保険料が軽減されます。
※会社員の健康保険は、企業の健康保険、協会けんぽ、船員保険、共済組合等です。
※国民健康保険や国民健康保険組合は該当しません。

➡ 均等割 9割軽減
所得割 かかりません

　後期高齢者医療制度加入前に国民健康保険料を口座振替で納め
ていた方も口座振替を希望する場合は新たに手続きが必要です。

今年度75歳になられる方の口座振替注意
！

保険料率は県内均一で２年ごとに見直され、山口県後期高齢者医療広域連合が決定します。

　平成 26・27 年度の均等割額が 50,431 円（平成 24・25 年度は 47,474 円）、所得割
率は 10.17％（平成 24・25 年度は 9.45％）です。
　また、保険料の限度額は、57 万円です。

平成26・27年度の保険料率　所得割率　10.17％　均等割額　50,431 円

被保険者が
等しく負担する部分

被保険者本人の賦課の
もととなる所得金額

10.17％
（所得割率）×

所得に応じて負担する部分

上限は57万円

後期高齢者
医療保険料 ＝ ＋

保険料額の算定方法

（所得−基礎控除33万円）
50,431円

（均等割額）

②均等割額①所得割額

後期高齢者医療制度の被保険者の方へ
保険料額（保険料率）

保険料額の軽減

■ 問い合わせ
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５
月
１
日
～
31
日
で
、６
６
５
件

８
０
５
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
27
年
度
累
計
２
２
０
５
件
、

２
４
１
２
万
７
５
０
０
円
）

【
10
万
円
】
尾
﨑
久ひ
さ
お雄

（
東
京
都
）、

豊と
よ
だ田
松ま
つ
お夫
（
神
奈
川
県
）　

【
５
万
円
】
阿あ
ざ
か
み

座
上
竹た
け
し四
（
宮
城

県
）、
前
田
信し
ん
た
ろ
う

太
郎
（
東
京
都
）

【
４
万
円
】野
村
末す
え
の
ぶ
信（
和
歌
山
県
）

【
３
万
円
】
福
田
晋し
ん
い
ち
一
（
神
奈
川

県
）、
田た
じ
ま島

誠ま
こ
と（

大
阪
府
）

【
２
万
円
】
野
村
繁し
げ
ぞ
う三

、
早
川

智と
も
ゆ
き将

（
以
上
東
京
都
）

【
１
万
２
千
円
】
尾
お
の
う
え上
典の
り
ふ
み
史
（
長

崎
県
）

【
１
万
円
】
岡
田
幸ゆ
き
え恵
（
北
海

道
）、安
や
す
も
と本
勝か
つ
み美
（
千
葉
県
）、岩い
わ
な
べ辺

幸こ
う
ぞ
う三

、里
さ
と
む
ら村

千ち

か

こ

賀
子
（
以
上
東
京

ふ
る
さ
と
寄
付

都
）、笹さ
さ
み見
弘ひ
ろ
み
つ
光
、村
上
勤つ
と
む（
以
上

神
奈
川
県
）、深ふ
か
や谷
朋と
も
あ
き昭
（
愛
知

県
）、井
上
紀の
り
お生
（
滋
賀
県
）、阿あ

の野

浩こ
う
じ二（

大
阪
府
）、藤
本
か
の
子（
兵

庫
県
）、木
村
献け
ん

（
香
川
県
）、中
野

勉つ
と
む（

福
岡
県
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
22
件
）。
敬
称
略
。

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
か
ら
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◦
清
川
正
己
（
柳
井
市
）
さ
ん
か

ら
、
久
坂
玄
瑞
書
簡
１
点

•
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株
式

会
社
か
ら
、現
金
62
万
３
２
１
７
円

•
山
口
１
０
０
萩
往
還
マ
ラ
ニ
ッ

ク
大
会
実
行
委
員
会
（
防
府
市
）

か
ら
、
現
金
２
万
１
４
５
円

市
長
の
資
産
公
開

　

市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
市
長

の
資
産
等
に
つ
い
て
、
資
産
等
補

充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
お
よ

び
関
連
会
社
等
報
告
書
を
公
開
し

ま
す
。

■
閲
覧
日
時　

６
月
30
日
（
火
）

か
ら
平
日
開
庁
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

■
閲
覧
場
所　

総
務
課
、
各
総
合

事
務
所
地
域
振
興
部
門

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
２
５
・
３
３
５
９
）

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
運

動
に
ご
協
力
を

　

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
百
円

信
託
）
運
動
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
と
萩
市
が
協
定

に
基
づ
き
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
」の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
信
託
金
に
よ
り
、
未
指

定
の
文
化
財
等
を
大
切
に
保
存
・

活
用
し
、
萩
に
し
か
な
い
宝
物
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る

運
動
で
、
市
内
８
カ
所
に
ト
ラ
ス

ト
ボ
ッ
ク
ス
（
募
金
箱
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
設
置
場
所　

道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」、
萩
博
物
館
、
道
の
駅

「
萩
往
還
」
内
松
陰
記
念
館
、
旧

山
村
家
住
宅
、
渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵

旧
宅
、

有
備
館
、
玉
木
文
之
進
旧
宅
、
花

燃
ゆ
大
河
ド
ラ
マ
館

■
こ
れ
ま
で
の
ト
ラ
ス
ト
物
件

井
上
勝
ま
さ
る

旧
宅
門
、猿さ
る
た田
彦ひ
こ
め
ん面
山だ

し車

（
住
吉
神
社
祭
礼
の
山
車
）、平ひ

や

こ
安
古

備そ
な
え
ぐ
み組
道
具
類
（
大
名
行
列
の
毛

槍
等
）、御お
あ
じ
ろ

網
代
車ぐ
る
ま（

金
谷
天
満
宮

祭
礼
の
牛
車
）、長
州
砲
（
江
戸
時

代
の
大
砲
）英
国
か
ら
の
里
帰
り
を

実
現
、伊
藤
博
文
公
先
祖
の
墓
碑
、

高
杉
晋
作
立
志
像
、奇
兵
隊
隊
服

の
再
現
、久
坂
玄げ
ん
ず
い瑞
進
撃
像

■
信
託
金
累
計　

２
８
９
５
万
８

７
１
１
円
（
平
成
27
年
５
月
31
日

現
在
）

問
い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
強
調
月
間

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
等
を
行
い
ま
す
。

【
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
】

■
対
象
者　

市
内
小
・
中
学
生

■
内
容　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
づ
く
り
や
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
、感
じ
た
こ
と（
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
～
５
枚
）

■
応
募
方
法　

９
月
３
日
ま
で

に
、
各
学
校
に
提
出

※
優
秀
作
品
に
賞
品
、
応
募
者
に

記
念
品
贈
呈
。

【
街
頭
啓
発
】

○
萩
地
域
＝
７
月
４
日
（
土
）
午

前
11
時
～
ア
ト
ラ
ス
萩
店
、
サ
ン

リ
ブ
萩
店
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
エ
ク
ス

ト
ラ
萩
店
周
辺
、
午
後
７
時
30
分

～
田
町
商
店
街（
土
曜
夜
市
会
場
）

【
街
頭
パ
レ
ー
ド
】

○
須
佐
地
域
＝
７
月
４
日（
土
）午

前
10
時
～
須
佐
総
合
事
務
所
出
発

○
田
万
川
地
域
＝
７
月
７
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
道
の
駅
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ
出
発

■
主
催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
萩
市
推
進
委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

寄
付
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毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
を

　

厚
生
労
働
省
と
県
で
は
、給
与
・

労
働
時
間
・
雇
用
な
ど
の
調
査
を

７
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
地
区
内
の
事

業
所
へ
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象　

常
用
労
働
者
数
１

～
４
人
の
事
業
所

■
調
査
地
域　

萩
地
域（
三
見
、東

田
町
、吉
田
町
）、福
栄
地
域（
紫
福
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
統
計
分
析
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
６
５
４
）

萩
市
美
術
展
の
作
品

　

10
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
市
民

館
で
開
催
す
る
第
11
回
萩
市
美
術

展
の
、
高
校
生
・
一
般
の
部
お
よ

び
小
・
中
学
生
の
部
の
作
品
を
広

く
募
集
し
ま
す
。

■
出
品
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学②
生
活
の
本
拠
地
を
市
内
に
置

き
、
市
外
で
勤
務

③
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

に
通
う
市
内
出
身
者
で
、
家
族
が

市
内
在
住

④
市
内
の
美
術
団
体
に
加
入

■
出
品
部
門

▽
高
校
生
・
一
般
の
部
＝
平
面
、

立
体
、
書
、
写
真

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
絵
画
、
書

※
規
格
、
課
題
等
は
要
項
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
参
照

■
出
品
料　

無
料

■
作
品
搬
入
日

▽
高
校
生
・
一
般
の
部
＝
９
月
20

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
７
時
、

21
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午

▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
各
学
校
へ

作
品
を
提
出

■
申
込
方
法　

９
月
11
日
ま
で

に
、文
化
・
生
涯
学
習
課
、各
公
民

館
備
え
付
け
の
出
品
申
込
書
（
ハ

ガ
キ
）を
郵
送
、持
参

■
水
沼
兼か
ね
お雄

画
伯
の
作
品

　

市
美
術
展
を
前
に
、
萩
出
身
の

画
家
故
水
沼
兼
雄
画
伯
の
特
別
展

を
開
催
し
ま
す
。
展
示
可
能
な
、

水
沼
画
伯
の
作
品
を
お
持
ち
の
方

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

９
月
18
日
～
22
日

■
展
示
場
所　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

市
有
財
産
の
貸
し
出
し

　

市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
市
有
地
を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
貸
付
場
所　

江
向
５
９
５
番
地

５
（
城
下
町
駐
車
場
横
・
中
央
公

園
駐
車
場
料
金
所
前
）

■
貸
付
面
積　

27
・
５
㎡

■
貸
付
料　

年
額
３
万
２
５
６
０

円■
貸
付
期
間　

５
年
以
内

■
貸
付
条
件

◦
飲
食
料
品
等
の
小
売
業
を
行
う

場
合
は
地
元
産
品
を
取
り
扱
う
こ

と◦
貸
付
地
周
辺
を
清
掃
す
る
こ
と

◦
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
こ
と

◦
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　
　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

【
保
険
料
免
除
制
度
】

　

申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下

の
場
合
に
免
除
さ
れ
ま
す
（
表
）。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

30
歳
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
所
得
基
準　

申
請
者
・
配
偶
者

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
（
扶
養

親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万
円
＋

22
万
円
以
下

※
一
部
納
付
の
方
で
保
険
料
が
未

納
の
場
合
や
、
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
を
受
け
ず
に
未
納
の
状
態
で

障
が
い
・
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
昨
年
度
に
、
継
続
申
請
を
さ
れ

た
方
で
全
額
免
除
・
納
付
の
猶
予

を
承
認
さ
れ
た
方
は
、
今
年
度
の

継
続
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
承
認
期
間　

い
ず
れ
も
７
月
～

平
成
28
年
６
月

■
申
請
方
法　

市
役
所
本
庁
市

民
総
合
窓
口
、各
総
合
事
務
所
、支

所
・
出
張
所
、萩
年
金
事
務
所
備
え

付
け
の
申
請
書
を
各
窓
口
に
提
出

■
持
参
品　

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の（
年
金
手
帳
等
）、印
鑑
、

失
業
し
た
場
合
は
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

【
法
定
免
除
】

　

障
害
年
金
１
・
２
級
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
届
出
に
よ
り
保
険

料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
年
金
係（
２
５
・
３
２

３
９
）、萩
年
金
事
務
所（
２
４
・
２

２
３
１
）

国
民
年
金
保
険
料

納
付
が
困
難
な
方
へ

全額免除 一部納付（一部免除）
1/4納付 1/2納付 3/4納付

保険料
（月額） 0円 3,900円 7,800円 11,690円

年金
受給額 1/2で計算 5/8で計算 3/4で計算 7/8で計算

所得
基準

（扶養親族
等の数＋
1）×35万
円＋22万
円以下

78万円＋扶
養親族等控
除額＋社会
保険料控除
額等以下

118万円＋
扶養親族等
控除額＋社
会保険料控
除額等以下

158万円＋
扶養親族等
控除額＋社
会保険料控
除額等以下

【表】保険料免除の基準（平成27年度月額保険料15,590円）

●
料金所

光塩学院
幼稚園　●

月
極
駐
車
場
● 中央公園

駐車場

●萩合同庁舎

江
戸
屋
横
町
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納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
固
定
資
産
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

７
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

■
申
込
方
法　

７
月
10
日
ま
で
に

財
産
管
理
課
備
え
付
け
の
申
込
書

を
提
出

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ

り
決
定
。

申
し
込
み

財
産
管
理
課
（
２
５
・
３
７
９
４
）

地
域
見
守
り
活
動
協
力
事

業
者

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
、
地

域
社
会
全
体
で
高
齢
者
等
を
見
守

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
日
常
業
務
の
範
囲
内
で
、
高

齢
者
等
へ
の
見
守
り
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
民
間
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容　

日
常
業
務
の
中

で
高
齢
者
と
接
し
、
異
変
や
何
か

の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢

者
等
を
早
期
に
発
見
し
市
に
連
絡

■
申
込
方
法　

福
祉
政
策
課
備
え

付
け
の
申
出
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

提
出申

し
込
み

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

児
童
ク
ラ
ブ 
講
師
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

地
域
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
指
導
員

と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

特
技
を
持
っ
て
い
る

方
や
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
活
動
を

手
助
け
し
た
い
と
思
う
方

■
内
容　

放
課
後
や
週
末
、
長
期

休
業
中
に
、
学
習
支
援
や
文
化
活

動
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

■
登
録
方
法　

本
庁
市
民
総
合
窓

口
、
各
総
合
事
務
所
、
支
所
・
出

張
所
、
公
民
館
に
備
え
付
け
の
、

講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
窓

口
に
提
出

申
し
込
み

７
月
15
日
ま
で
に
、
子
育
て
支
援

課
（
２
５
・
３
２
５
９
）
へ

旧
萩
藩
校
明
倫
館
案
内
人

　

平
成
26
年
10
月
か
ら
一
般
公
開

し
て
い
る
旧
萩
藩
校
明
倫
館
の
案

内
を
す
る
萩
観
光
ガ
イ
ド
協
会
新

規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
始
時
期　

７
月
下
旬
か
ら

※
７
月
中
旬
に
説
明
会
を
実
施
。

■
案
内
時
間　

土
・
日
曜
日
の
午

前
か
午
後
の
２
時
間
程
度
（
約
30

分
を
２
～
３
回
程
度
）

■
謝
礼　

１
日
２
０
０
０
円

申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
観
光
課
（
２
５

・
３
１
３
９
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
０
７

１
９
、メ
ー
ル1220@

city.hagi.
lg.jp

）へ

萩
夏
ま
つ
り

○
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会
の
有

料
観
覧
席

　

迫
力
あ
る
花
火
を
間
近
で
観
覧

で
き
ま
す
。
市
外
の
ご
友
人
な
ど

に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

８
月
１
日
（
土
）
午
後

８
時
～
９
時
（
荒
天
の
場
合
は
４

日
（
火
）
に
延
期
）

■
と
こ
ろ　

花
火
大
会
本
部
横

（
菊
ケ
浜
、
増
野
海
産
駐
車
場
）

■
観
覧
料　

５
０
０
円
（
小
学
生

以
上
）

※
当
日
花
火
大
会
本
部
で
徴
収
、

延
期
の
場
合
も
有
効
。

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
人
数
（
８
人
ま
で
）
を
記

入
し
郵
送
、
ま
た
は
萩
夏
ま
つ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
を

メ
ー
ル

○
巡
視
艇
「
は
ぎ
な
み
」
に
よ
る

萩
沖
海
上
体
験
航
海

■
と
き　

８
月
１
日
（
土
）
午
前

10
時
、
11
時
、
午
後
１
時
、
２
時

（
航
海
時
間
40
分
程
度
）

■
乗
船
場
所　

萩
漁
港
（
小
畑
・

萩
し
ー
ま
ー
と
裏
）

■
定
員　

１
回
20
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■
乗
船
料　

無
料

■
申
込
方
法　

７
月
25
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
（
携
帯
電
話
推
奨
）、
乗
船

者
の
氏
名
、
年
齢
、
第
１
・
第
２

希
望
出
航
時
間
を
記
入
し
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
７　

萩
市
東

田
町
19
‐
４　

萩
商
工
会
議
所
内

萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
２
５
・

３
３
３
３
、
メ
ー
ル hagi-cci@

haginet.ne.jp

）

夏
休
み
萩
焼
制
作
体
験

　

萩
焼
に
親
し
み
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
創
造
力
を
養
い
ま
す
。

夏
休
み
の
宿
題
に
も
最
適
で
す
。

■
と
き　

７
月
23
日
（
木
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵
旧
宅
（
江

向
）

■
内
容　

萩
焼
を
学
ぶ
、
萩
焼
制

作
体
験
（
手
び
ね
り
）、
電
動
ロ

ク
ロ
の
実
演
（
体
験
）

■
講
師　

小お
が
わ
ひ
ろ
の
ぶ

川
浩
延
、
田
中
講こ
う
へ
い平

（
陶
芸
家
、
萩
焼
伝
統
工
芸
士
）

■
対
象
者　

小
学
生
～
高
校
生

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円

※
制
作
し
た
作
品
は
８
月
下
旬
に

引
き
渡
し
。
９
月
下
旬
か
ら
渡
辺

蒿
蔵
旧
宅
で
開
催
す
る
萩
焼
作
家

と
の
共
同
作
品
展
「
僕
も
私
も
萩

焼
作
家
展
」
で
展
示
し
ま
す
。

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み

７
月
15
日
ま
で
に
、
商
工
振
興
課

（
２
５
・
３
６
３
８
）
へ
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須
佐
湾
大
花
火
大
会
の
記

念
花
火

　

結
婚
、
出
産
、
長
寿
な
ど
の
祝

い
事
の
記
念
に
あ
な
た
の
花
火
を

打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

７
月
28
日
（
火
）
午
後

８
時
～
９
時
10
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港

■
内
容　

１
口
１
万
円
か
ら
で
氏

名
と
お
祝
い
事
を
紹
介
、
５
口
以

上
の
方
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

■
主
催　

須
佐
湾
大
花
火
大
会
実

行
委
員
会

申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
須
佐
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門
（
０
８
３
８

７
・
６
・
２
２
１
９
）
へ

大
根
の
一
夜
漬
け
体
験
と

佐
々
並
重
伝
建
地
区
散
策

■
と
き　

７
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

旭
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
佐
々
並
）

■
定
員　

10
人
（
最
少
５
人
）

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン

■
体
験
料　

１
０
０
０
円
（
弁
当

代
込
）

主
催
・
申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
旭
総
合
事
務

所
内
萩
・
あ
さ
ひ
体
験
の
駅
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
５
５
・
０
２
１

３
）
へ

大
島
ま
る
ま
る
体
験
ツ
ア
ー

■
と
き　

７
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
集
合
場
所　

萩
商
港
定
期
船
乗

場
（
浜
崎
）
▽
午
前
11
時
発

■
内
容　

大
島
の
郷
土
料
理
「
角

寿
司
」
づ
く
り
体
験
、
サ
ザ
エ
の

つ
か
み
取
り
体
験
、
海
鮮
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
島
内
散
策

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

歩
き
や
す
い
服
装
・

靴（
徒
歩
移
動
あ
り
）、サ
ン
ダ
ル
・

タ
オ
ル
等
（
ひ
ざ
ま
で
海
に
入
り

ま
す
）

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
２
０
０

０
円
、
小
学
生
１
０
０
０
円
、
３

歳
以
上
の
幼
児
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
、
別
途
船
賃
）

■
主
催　

大
島
元
気
な
ね
え
さ
ま

の
会申

し
込
み

７
月
22
日
ま
で
に
、
大
島
公
民
館

（
２
８
・
０
５
９
５
）
へ

親
と
子
の
水
辺
の
教
室

■
と
き　

７
月
28
日
（
火
）
午
前

９
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

玉
江
川
（
白
水
小
学

校
前
）

■
内
容　

水
生
生
物
の
観
察
と
水

質
判
定

■
対
象
者　

小
学
生
と
保
護
者

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

７
月
17
日
ま
で

に
、
電
話
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を

記
入
し
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
環

境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

ざ
る
豆
腐
づ
く
り

　

萩
産
大
豆
を
使
っ
て
、
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。

■
と
き　

７
月
28
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

ざ
る
豆
腐
、
夏
み
か
ん

寿
司
づ
く
り

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
参
加
料　

１
５
０
０
円
（
材
料

代
）

■
主
催　

萩
地
域
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
ル
ー
ラ
ル

ガ
イ
ド

申
し
込
み

７
月
21
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
１
）
へ

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

夏
休

み
わ
く
わ
く
体
験
キ
ャ
ン
プ

　
「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

２
０
１
５
」
と
題
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

■
と
き　

８
月
10
日
（
月
）
正
午

～
12
日
（
水
）
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
） ・
不
思
議
の
島

■
内
容　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
野
外
炊
飯
や
海
あ
そ

び
、
森
あ
そ
び
な
ど

■
対
象
者　

小
学
４
年
生
～
中
学

生■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
万
円（
材
料
費
等
）

主
催
・
申
し
込
み

７
月
31
日
ま
で
に
萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

大
型
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
萩

初
寄
港
記
念　

市
民
船
内

見
学
会

　

飛
鳥
Ⅱ
（
５
万
１
４
２
t
、
全

長
２
４
１
ｍ
）
が
萩
に
初
寄
港
し

ま
す
。

■
と
き　

７
月
28
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
定
員　

40
人

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。

■
申
込
方
法　

７
月
10
日
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）、
生
年

月
日
、
会
社
・
学
校
等
、
電
話
番

号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
し
往
復

は
が
き
で
応
募

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
当
選
者
に
通
知
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
観

光
課
内
「
飛
鳥
Ⅱ
」
船
内
見
学
係

（
２
５
・
３
１
３
９
）

山
口
県
奨
学
金
返
還
補
助

■
補
助
の
概
要　

大
学
院
修
了
等

の
後
、
翌
年
の
４
月
末
日
ま
で
に

山
口
県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店

（
研
究
所
等
を
含
む
）
を
有
す
る

製
造
業
に
就
業
し
、
そ
の
後
10
年

間
に
通
算
８
年
以
上
、
県
内
の
製

造
業
に
従
事
し
た
と
き
は
、
最
大

２
年
間
の
奨
学
金
全
額
を
補
助
。

８
年
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
県

内
の
製
造
業
に
４
年
以
上
従
事
し

た
場
合
は
半
額
以
上
補
助

■
募
集
対
象　

次
の
①
～
③
の
い
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ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

①
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
て
い
る
奨
学
生

②
募
集
時
点
で
次
の
（
１
）・（
２
）

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
学
生

（
１
）大
学
院
の
工
学
研
究
科
、
理

学
研
究
科
、
農
学
研
究
科
ま
た
は

薬
学
研
究
科
な
ど
に
在
学
す
る
者

の
う
ち
、
大
学
院
修
士
課
程
（
博

士
課
程
前
期
を
含
み
、
一
貫
制
博

士
過
程
は
除
く
）
１
年
生
に
在
籍

（
２
）大
学
の
薬
学
部
な
ど
に
在
籍

す
る
者
の
う
ち
、
薬
学
共
用
試
験

に
合
格
し
た
５
年
生

③
大
学
院
修
士
課
程
修
了
又
は
大

学
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌

年
４
月
末
日
ま
で
に
山
口
県
内
の

製
造
業
に
就
業
す
る
こ
と
を
希
望

■
募
集
人
員　

20
人
（
う
ち
薬
剤

師
枠
５
人
程
度
）

■
募
集
期
間　

７
月
13
日
～
８
月

12
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法　

応
募
書
類
を
持
参

ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
山

口
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
働
く
な
ら

山
口
県
」
を
参
照
。

■
対
象
者
の
決
定　

書
類
お
よ
び

面
接
に
よ
り
選
考
（
面
接
は
８
月

に
山
口
県
で
実
施
予
定
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
産
業
戦
略
部
計
画
推
進
室

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
４
７
０
）

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
日
帰
り
研
修
旅
行

　

福
祉
用
具
と
、
介
護
体
験
の
研

修
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

７
月
24
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。

■
研
修
会
場　

山
口
県
介
護
実
習

普
及
セ
ン
タ
ー
（
山
口
県
セ
ミ

ナ
ー
パ
ー
ク
内
）

■
対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
料　

５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

７
月
13
日
ま
で
に
萩
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）
へ

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

夏
の
日
差
し
を
和
ら
げ
、
室
内

の
温
度
を
約
３
度
下
げ
る
効
果
の

あ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
周
知
す
る

た
め
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
で
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
設
置
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

事
業
者
、
学
校

■
応
募
部
門

【
一
般
部
門
】
一
般
家
庭
、ア
パ
ー

ト
、
事
業
所
、
公
共
施
設
（
民
間

の
個
人
、
団
体
を
中
心
に
設
置
さ

れ
た
も
の
）

【
学
校
部
門
】
幼
稚
園
・
保
育
園
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校

■
申
込
方
法　

９
月
４
日
ま
で

に
、
環
境
衛
生
課
、
各
総
合
事
務

所
市
民
窓
口
部
門
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・

萩
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
（
設

置
状
況
が
分
か
る
写
真
を
３
枚
程

度
添
付
）
を
提
出

※
写
真
の
う
ち
１
枚
は
、
緑
の
カ

ー
テ
ン
の
全
体
像
（
建
物
や
人
物

と
カ
ー
テ
ン
の
位
置
関
係
が
分
か

る
も
の
）を
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

萩
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

看
護
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。

○
高
校
生
等
対
象

■
と
き　

７
月
24
日
（
金
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

○
准
看
護
師
免
許
取
得
（
見
込
）

者
対
象

■
と
き　

７
月
30
日
（
木
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校（
堀
内
）

※
事
前
申
込
が
必
要
。

主
催
・
申
し
込
み

萩
看
護
学
校
（
２
６
・
６
５
０
０
）

萩
博
物
館「
日
中
の
金
星
を

探
そ
う
」

■
と
き　

７
月
10
日
（
金
）、
11

日
（
土
）、
12
日
（
日
）
午
後
１

時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室■
内
容　

光
度
が
最
大
で
、
昼
間

で
も
肉
眼
で
見
え
る
金
星
を
観
望

※
曇
天
・
雨
天
の
場
合
、
金
星
な

ど
の
天
体
の
話
や
望
遠
鏡
を
見
学

■
講
師　

吉
田
恭
き
ょ
う
い
ち一

、廣
兼
哲て
つ
ろ
う朗

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

要
約
筆
記
体
験
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
、
聞
こ
え
が
不

自
由
な
方
々
に
対
し
、
文
字
で
情

報
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
で
す
。
難
聴
者
や
中
途
失

聴
者
、
要
約
筆
記
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
で
す
。

■
と
き　

７
月
26
日
（
日
）、
８

月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
全
２
回
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

聞
こ
え
な
い
体
験
、
要

約
筆
記
体
験
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ

ン
）
等

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
要
約
筆
記
マ
ー
ブ
ル（
０
９
０
・

１
０
１
９
・
９
６
６
２
）
有
田

ケ
ー
タ
イ
安
全
対
策
研
修
会

　

子
ど
も
た
ち
の
間
に
も
普
及
し

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
危

険
性
や
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ

い
て
の
研
修
会
で
す
。

■
と
き　

７
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
（
土

原
）

■
講
師　

大
久
保
輝て
る
お夫
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
株
式
会
社 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境
推

進
室 

担
当
部
長
）

■
主
催　

萩
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議申

し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
文
化
・
生
涯

学
習
課
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ
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人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座

「
ふ
れ
あ
い 
い
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
講
座
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
の
講
座
で
す
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
定
員　

各
１
０
０
人（
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
通
訳
が

必
要
な
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

７
月
16
日
ま
で
に
、
福
祉
政
策
課

（
２
５
・
３
６
３
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５

・
３
２
３
２
）
へ

家
庭
教
育
講
演
会

■
と
き  

７
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
～
５
時

■
と
こ
ろ 

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
多
目

的
ホ
ー
ル

■
入
場
料  

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協

議
会
事
務
局
（
２
２
・
９
７
３
３
）

田
中

看
護
師
等
の
再
就
職
を
応

援
し
ま
す

　

技
術
や
情
報
を
得
て
、
職
場
復

帰
を
目
指
す
看
護
師
等
の
方
が
対

象
で
す
。

○
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

■
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
水
）

～
９
月
17
日
（
木
）

■
研
修
期
間　

10
月
～
12
月
の
間

５
日
程
度

■
研
修
会
場　

県
内
の
協
力
病
院

■
内
容　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・

演
習
・
見
学
実
習

■
対
象
者　

未
就
業
の
看
護
師
等

■
受
講
料　

無
料

申
し
込
み

募
集
期
間
の
火
曜
日
～
土
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
０
８

３
５
・
２
４
・
５
７
９
１
）
へ

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

７
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

長な
が
た
に
よ
し
あ
き

谷
義
明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
０
９
９
９
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

７
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談

■
と
き　

７
月
22
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

山
口
正ま
さ
の
ぶ之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
７
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
３
３
７
３
）

萩
広
域
は
ば
た
き
教
育
相

談
会

　

子
育
て
の
お
悩
み
に
つ
い
て
を

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
23
日
（
木
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

子
ど
も
の
学
習
や
進

路
・
就
労
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
保
護
者
や
療
育
・
教
育

で
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
保
護
者

※
子
ど
も
も
同
席
で
き
ま
す
。

■
相
談
員　

医
師
、臨
床
心
理
士
、

理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
地

域
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど

■
申
込
方
法　

７
月
13
日
ま
で

に
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、
幼

稚
園
等
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
付

し
た
申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
６
２
）

知
的
障
が
い
者
巡
回
相
談

■
と
き　

８
月
７
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

18
歳
以
上
の
療
育
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
方
、
療
育
手

帳
の
交
付
を
希
望
す
る
方

■
持
参
品　

療
育
手
帳
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
障
害
基
礎
年
金
証
書

等■
相
談
員　

知
的
障
害
者
福
祉

司
、
精
神
科
医
師
等

■
主
催　

山
口
県
知
的
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

７
月
17
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

とき 内容 講師
7月30日（木）
14:00〜15:30

烈
れ っ ぷ

婦「登
と わ

波」と毛利敬
たかちか

親・
吉田松陰・楫取素彦の絆

石川和
かずとも

朋
（毛利愛好会代表）

8月6日（木）
14:00〜15:30

児童養護施設の
児童と人権

川㟢滿
み つ お

穗
（俵山湯の家施設長）

8月24日（月）
14:00〜15:30

受刑者の人権と
社会復帰

小野和
かずのり

典（美祢社会
復帰促進センター長）

8月25日（火）
14:00〜15:30

子どもを取りまく
ネット社会

片山昭
しょうじ

治（やまぐち総
合教育支援センター 
ネットアドバイザー）
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老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
ご
声
援
を

■
と
き　

７
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

玉
入
れ
、
綱
引
き
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
２
５
・
２
４
８
８
）

山
口
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in

萩
に
ご
声
援
を

　

広
島
県
や
福
岡
県
な
ど
県
外
か

ら
も
若
者
が
多
数
参
加
し
、
砂
浜

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
～
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ　

菊
ケ
浜
海
水
浴
場

■
主
催　

山
口
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

連
盟問

い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
一

環
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
誰
も
が
親
し
み
や
す
く
楽

し
ん
で
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
６
日
（
木
）、
20

日
（
木
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
武
道
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
、在
勤
、

在
学
の
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

■
種
目　

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド

（
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
２
チ
ー
ム
で
得
点
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
。
カ
ー
リ
ン
グ
の
感
覚
に

近
く
、
微
妙
な
力
の
入
れ
具
合
や

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
勝
負
と
な
り
、

誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

■
定
員　

２
日
間
と
も
30
人
（
先

着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

７
月
24
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

山
口
県
在
住
の
現
代
工
芸
作
家

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
27
日
（
日
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
前
中
の
み
）

■
と
こ
ろ　

吉
賀
大た
い
び眉

記
念
館

（
椿
東
）

■
内
容　

陶
芸
、
染
色
、
金
工
な

ど
の
現
代
工
芸

■
入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中

学
生
２
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

吉
賀
大
眉
記
念
館 

（
２
６
・
５
１
８
０
）

田
町
土
曜
夜
市

〜
楽
し
さ
満
タ
ン
！　

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ 

Ｅ
ｎ
ｄ 

た
ま
ち
〜

　

萩
の
夏
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る

「
土
曜
夜
市
」。
楽
し
い
週
末
を
商

店
街
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

７
月
４
日
、
11
日
、
18

日
、
25
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

午
後
６
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー
ケ

ー
ド

■
内
容　

輪
投
げ
、
射
的
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
な
ど

▽
４
日
：
歯
科
医
師
会
「
歯
と
口

の
健
康
週
間 

ポ
ス
タ
ー
・
書
道

展
」、
▽
11
日
：「
家
族
の
絵
」
展

示
（
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園

が
出
品
、
展
示
期
間
11
～
15
日
）、

▽
18
日
：
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ミ

ニ
ス
テ
ー
ジ
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

（
18
日
～
26
日
、
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合

（
２
６
・
２
２
０
１
）

“
須
佐
男み

こ
と命

い
か
”
直
売
市

　

毎
年
、
好
評
の
直
売
市
で
、
水

槽
で
泳
ぐ
活
き
た
男
命
い
か
を
イ

カ
釣
り
の
漁
師
さ
ん
か
ら
直
接
買

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　

７
月
５
日
（
日
）
～
９

月
27
日
（
日
）
の
毎
週
土
・
日
曜

日
（
全
21
回
）

※
７
月
25
日
、
26
日
、
８
月
15
日
、

16
日
は
休
み
。

■
販
売
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
整
理
券
配

布
。

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港
（
Ｊ
Ｒ
須

佐
駅
か
ら
海
側
に
車
で
２
分
）

■
特
別
価
格　

活
イ
カ
１
０
０
ｇ

２
８
０
円
（
税
込
み
）

※
初
日
と
最
終
日
は
、
お
買
い
上

げ
に
対
し
て
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

進
呈
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
漁
協
須
佐
支
店
須
佐
一
本

釣
船
団
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３

１
１
）

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
男
女
の
相
談
を
受
け
、

登
録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

７
月
３
日
（
金
）、
４

日（
土
）、７
日（
火
）、10
日（
金
）、

14
日
（
火
）、
17
日
（
金
）、
21
日

（
火
）、
24
日
（
金
）、
25
日
（
土
）、

26
日
（
日
）、
28
日
（
火
）、
31
日

（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所



市報HAGI●2015（平成27）年７月１日号 14

須
佐
湾
遊
覧
船

　

夏
休
み
の
期
間
中
の
土
・
日
曜

日
を
中
心
に
須
佐
湾
遊
覧
船
の
定

時
運
航
を
行
い
ま
す
。

　

夏
の
運
航
で
は
、
特
別
企
画
と

し
て
、
日
本
海
の
夕
陽
を
船
上
で

楽
し
め
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
予
約
運
航

は
10
月
末
ま
で
行
い
ま
す
。

【
定
時
運
航
】
７
月
19
日
～
８
月

30
日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お

盆■
運
航
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
１
日
８
便
、
60
分
）

【
予
約
運
航
】
大
人
５
名
以
上
で

平
日
等
も
運
航
（
７
月
27
～
29
日

は
除
く
）

■
コ
ー
ス

▽
観
音
岩
～
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、

屏び
ょ
う
ぶ
い
わ

風
岩
（
海
か
い
し
ょ
く
ど
う

蝕
洞
）
な
ど
周
遊

※
海
の
状
況
、
天
候
に
よ
り
コ
ー

ス
変
更
や
運
休
あ
り
。

■
発
着
場
所　

須
佐
漁
港
（
Ｊ
Ｒ

須
佐
駅
か
ら
海
側
に
２
０
０
ｍ
）

■
乗
船
料　

大
人
１
８
０
０
円
、

小
学
生
以
下
９
０
０
円
（
３
歳
未

満
無
料
）

○
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ

　

定
時
運
航
日
に
予
約
に
よ
り
運

航
（
大
人
５
人
以
上
で
平
日
で
も

運
航
可
）

■
運
航
時
間　

午
後
７
時
～

■
乗
船
料　

大
人
２
２
０
０
円
、

小
学
生
以
下
１
１
０
０
円

※
乗
船
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

須
佐
観
光
協
会

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
つ
わ

ぶ
き
の
館
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２

２
６
６
）。

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ

ン
ジ
ー
ズ
定
期
演
奏
会

■
と
き　

７
月
11
日
（
土
）
午
後

６
時
～
８
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

混
声
合
唱
団
（
萩
ク
ラ

イ
ネ
ル
コ
ー
ル
）
と
の
合
同
演
奏

（
花
燃
ゆ
、
麦
の
唄
、
手
紙
「
拝

啓
十
五
の
君
へ
」）、
ス
タ
ー
パ
ズ

ル
マ
ー
チ
、
バ
レ
エ
組
曲
シ
ル

ヴ
ィ
ア
、
恋
の
カ
ー
ニ
バ
ル
、
ア

フ
リ
カ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
な
ど

■
入
場
料　

一
般
５
０
０
円
、
中

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

萩
楽
器
店

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ
（
２
５
・
０
７
０
４
）
冨
田

啓
心
書
道
展

■
と
き　

７
月
17
日
（
金
）
～
20

日
（
月
・
祝
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

啓
心
書
道
会
（
２
２
・
３
３
４
０
）

小
倉

菊
ケ
浜
海
水
浴
場
海
開
き

■
開
設
期
間　

７
月
18
日
（
土
）

～
８
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
期
間
中
は
、
菊
ケ
浜
駐
車
場
が

有
料
と
な
り
ま
す
（
１
回
１
０
０

０
円
）。

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

ダ
ム
・
発
電
所
現
地
見
学
会

　

７
月
21
日
～
31
日
を
「
森
と
湖

に
親
し
む
旬
間
」
と
し
て
、
ダ
ム

の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
阿
武
川
ダ
ム
、
新
阿
武
川
発
電

所■
と
き　

７
月
21
日
（
火
）
～
26

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

べ
っ
ぴ
ん
！
美び
け
い形

い
き
も
の
帳

　

萩
博
物
館
で
は
こ
の
夏
、
美
し

い
い
き
も
の
を
集
め
た
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。
世
界
か
ら
、
そ
し

て
こ
の
萩
か
ら
も
「
美
し
い
！
」

と
絶
賛
さ
れ
る
い
き
も
の
が
一
堂

に
大
集
合
。
そ
の
数
、
５
０
０
種

類
。
標
本
・
剥
製
・
写
真
な
ど
約

１
５
０
０
点
！

特
別
展

ー
世
に
も
美
し
い
生
物
の
秘
密
ー

７
月
４
日（
土
）〜
９
月
６
日（
日
）

　

山
口
県
初
公
開
と
な
る
幸
せ
を

呼
ぶ
「
世
界
一
美
し
い
鳥
」
ケ

ツ
ァ
ー
ル
、
萩
ゆ
か
り
の
「
幻
の

美
白
ア
マ
ダ
イ
」
べ
っ
ぴ
ん
さ

ん
、
空
想
の
動
物
と
考
え
ら
れ
て

き
た
が
実
在
し
た
「
白
い
百
獣
の

王
」
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
、
毒
を

あ
や
つ
る
カ
ラ
フ
ル
な
「
美
蝶
」

サ
ル
ダ
ナ
パ
ル
ス
ミ
イ
ロ
タ
テ
ハ

な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
生
物
た
ち
は
な
ぜ
美

し
い
か
。
ど
う
や
っ
て
美
し
さ
を

発
揮
す
る
の
か
。
そ
の
本
当
の
姿

や
生
態
を
知
っ
て
い
く
中
で
、
彼

ら
と
友
だ
ち
と
な
り
、
真
の
美
し

さ
と
は
何
か
に
気
付
い
て
い
く
体

験
型
展
示
会
で
す
。

○
展
示
関
連
の
イ
ベ
ン
ト

◆
と
も
だ
ち
認
定
ク
イ
ズ

　

展
示
室
（
要
観
覧
料
）
を
め
ぐ

り
な
が
ら
、
美
し
い
い
き
も
の
の

秘
密
を
解
き
明
か
す
ク
イ
ズ
を
解

こ
う
。
正
解
す
る
と
「
と
も
だ
ち

ス
タ
ン
プ
」
を
ポ
ン
！

◆
美
形
い
き
も
の
缶
バ
ッ
ジ
販
売

　

展
示
に
登
場
す
る
い
き
も
の
の

う
ち
16
種
類
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
缶

バ
ッ
ジ
を
会
期
中
、
萩
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
カ
プ

セ
ル
自
動
販
売
機
で
限
定
販
売
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※
会
期
中
無
休
。

■
観
覧
料　

大
人
５
１
０
円
、高
、

大
学
生
３
１
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円
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日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
阿
武
川
ダ
ム
の
監か
ん
さ
ろ
う

査
廊
（
下
流

側
の
一
部
）
の
見
学
は
午
前
10
時

～
11
時
と
午
後
２
時
～
３
時
。

※
新
阿
武
川
発
電
所
の
見
学
は
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

阿
武
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

（
５
４ 

・
２
０
５
５
）

西
部
利
水
事
務
所
（
新
阿
武
川
発

電
管
理
所
）（
２
１ 

・
０
７
７
２
）

○
見
島
ダ
ム

■
と
き　

７
月
24
日
（
金
）
～
26

日
（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
26
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

萩
土
木
建
築
事
務
所

（
２
２
・
０
０
９
２
）

見
島
ダ
ム
管
理
所（
期
間
中
の
み
）

（
２
３
・
５
２
０
１
）

萩
・
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

　

無
料
観
覧
船
で
、
レ
ー
ス
を
間

近
で
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。

◆
無
料
観
覧
船
乗
船
者
募
集

■
と
き　

７
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
（
約
60
分
）

■
集
合
場
所　

マ
リ
ー
ナ
萩
（
椿

東
・
越
ケ
浜
）

■
定
員　

25
人
（
要
予
約
、
空
席

が
あ
れ
ば
当
日
受
付
可
）

◆
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
概
要

■
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

■
と
こ
ろ　

菊
ケ
浜
沖

■
内
容　

▽
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ス
（
31
㎞
）

　

菊
ケ
浜
沖
～
尾
島
～
櫃ひ
つ
し
ま島

～

肥
島
～
菊
ケ
浜
沖

▽
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ク
ラ
ス（
20
㎞
）

　

菊
ケ
浜
沖
～
ツ
バ
瀬
（
灯
台
）

～
肥
島
～
菊
ケ
浜
沖

主
催
・
申
し
込
み

萩
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

（
０
９
０
・
３
１
７
８
・
２
６
１
３
）

圓ま
る
お尾

む
つ
み
昆
虫
王
国
オ
ー
プ
ン

　

カ
ブ
ト
ム
シ
に
触
れ
合
っ
た
り

昆
虫
を
採
集
し
た
り
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
開
国
式
を

開
催
し
、
も
ち
ま
き
や
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。

■
と
き　

７
月
11
日（
土
）～
８
月

23
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
開
国
式
は
午
前
10
時
か
ら
。

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
昆
虫
王
国

（
高
佐
下
、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
近

く
）

■
内
容　
「
昆
虫
の
森
」
で
昆
虫

採
集
、「
ク
ワ
ガ
タ
の
館
」
で
昆

虫
の
成
虫
や
飼
育
資
材
の
販
売
、

「
か
ぶ
と
虫
ド
ー
ム
」
で
放
し
飼

い
の
カ
ブ
ト
ム
シ
と
の
触
れ
合
い

■
入
場
料　

無
料
（
か
ぶ
と
虫

ド
ー
ム
の
み
入
園
料
３
０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

む
つ
み
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部

門（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１
１
）

む
つ
み
昆
虫
王
国

（
０
８
３
８
８
・
８
・
０
０
６ム

シ４
）

■
下
水
道
工
事
（
椿
東
地
区
）

セブンイレブン

ヤマダ電機

椿東ショッピ
ングパーク

長門商会

山口マツダ

ローソン

椿東小学校椿東小学校

片側
交互通行

車両通行止

↑至萩しーまーと

■工事期間　７月上旬〜２月下旬
　午前８時 30 分〜午後５時
　（夜間、工事休止日は開放）
■規制内容　片側交互通行・車輌通
行止（自転車、歩行者は通行可）

問い合わせ　
下水道建設課（２５・４６５１）

通行規制にご協力を！ 県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

コ
バ
ル
ト
顔
料
の
下し
た
え
つ

絵
付
け
に

よ
り
白
と
青
が
清
新
な
染
付
は
人

気
を
博
し
、
そ
の
多
く
が
近
く
の

伊
万
里
港
か
ら
出
荷
さ
れ
た
こ
と

か
ら
伊
万
里
焼
と
呼
ば
れ
全
国
各

地
に
流
通
し
ま
し
た
。
江
戸
後
期

に
は
直
径
40
㎝
を
超
え
る
大
皿
が

多
く
作
ら
れ
、
め
で
た
い
図
柄
や

洒し
ゃ
れ落

の
き
い
た
図
柄
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
「
図
変
り
」
大
皿
の
魅
力
を
約

１
４
０
点
の
作
品
と
と
も
に
た
っ

ぷ
り
と
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料 

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

　
　

８
月
16
日（
日
）ま
で

伊
万
里
染
付
の
美

「
図ず
が
わ変

り
」大
皿
の
世
界

染付恵比寿大橋文大皿
口径56.5㎝　個人蔵
※写真提供/（株）世界文化社
刊『伊万里 染付の美』より

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日（
７
月
20
日
、

27
日
、
８
月
３
日
は
開
館
）

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

■
と
き　

毎
週
日
曜
日　

午
前
11

時
～
正
午

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○トゥモローランド
○名探偵コナン　業

ご う か

火の向
ひ ま わ り

日葵

○アベンジャーズ/エイジ オブ ウルトロン

○ビリギャル

〜7/10

〜7/10

7/4〜
7/11〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内
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毎週㊐レファレンス専門員による　
　　　「夏の歴史館」 13:30〜 萩図書館

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

1 ㊌ たなばたの会 16:00〜 明木図書館
2 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館
8 ㊌ 本の帯をつくろう 16:00〜 明木図書館
10㊎ 似顔絵教室 16:00〜 明木図書館

11㊏ 調べてみよう笠山の草花
れんげの会「青空おはなし会」

9：00〜
10:30〜

笠山虎ケ崎
須佐図書館

15㊌ としょかん通信をつくろう 16:00〜 明木図書館
【休館日】 須佐図書館：6㊊、13㊊、15㊌
   　　　明木図書館：6㊊、12㊐、13㊊、15㊌

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
7:30 〜福栄保セ

7:30 〜福栄農業担い手育成セ
10:00 〜福栄保セ

10:00 〜むつみ環境改善セ
13:30 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ

●のびのび会
　福栄総合健診
　福栄総合健診
●福栄子育て輪づくり活動（七夕）
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会
●乳幼児相談

毎週㊌
1 ㊌
2 ㊍
5 ㊐
9 ㊍

15 ㊌

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ
10:00 〜平山台

14:00 〜須佐保セ
9:30 〜弥富公民館
9:30 〜田万川保セ

9:30 〜須佐保セ
10:00 〜須佐郵便局

　弥富元気クラブ
　元気もりもり体操会
　平山台体操教室
　みんなの健康運動教室
　弥富ウエルネス教室
　萩市健康体操教室
　男性料理教室
　まちの保健室

1 ㊌
2 ㊍
6 ㊊

10 ㊎
13 ㊊
14 ㊋

15 ㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667
8 ㊌ 　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査

　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:30 〜
14:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩地域各所
13:30 〜城東会館
9:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
9:00 〜萩地域各所

11:00 〜中央公園
13:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

13:30 〜三見公民館
10:00 〜倉江公会堂

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜小畑漁村コミュニティセ

10:00 〜児童館

毎週㊋
毎週㊍

1 ㊌

2 ㊍

3 ㊎

7 ㊋
8 ㊌

10 ㊎
13 ㊊

14 ㊋
15 ㊌

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　肺がん・大腸がん（容器配布）検診
　城東タマちゃん体操
　栄養相談日・健康相談日（要予約）
●母子相談室
●1歳児集まれ教室（H26.7月生まれ）
　肺がん・大腸がん（容器配布）検診
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

●3歳児健診
●1歳6か月児健康診査
　三見ソナタ
　倉江健康教室
●ママ友の会（H27年1月〜3月生まれ）
　
　小畑グットヘルス
●子育て輪づくり 水遊び（堀内・河添・平安古）

4 ㊏ •長北地区バレーボール大会（中学校の部）
9:00〜市民体育館

5 ㊐

•萩市サッカーフェスティバル　　
8:30〜萩スポーツ広場

•全日本ユースフットサル大会中国地域大会
9:00〜市民体育館

•むつみ地域 B＆G会長賞ソフトバレーボール大会
　　　　　　　　　　9:00〜海洋センター体育館

7 ㊋ •むつみ地域 ソフトボールリーグ戦
19:30〜むつみグラウンド

11㊏
•スポーツ少年団バレーボール萩大会

9:00〜市民体育館
•むつみ地域 卓球の集い　　8:30〜むつみ中学校

10:00 〜長門峡入口　川上運動教室13 ㊊
地域川上・旭 ◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋

毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
2 ㊍ ピヨピヨ「夏の飾り作り」 10:30〜11:30

4 ㊏ 本とあそぼう おはなし隊
七夕会（子ども図書館）

10:00〜11:05
14:30〜

8 ㊌ ベビーマッサージ教室（定員：5組） 10:00〜11:30
10㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15
11㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
7㊋、14㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

14㊋ 手作りおもちゃの会「ふねづくり」 11:00〜12:00
13:00〜14:30

◆萩幼稚園（22･0775）
14㊋ 未就園児開放日（ひよこ組）

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）
1㊌、15㊌

未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、親子ヨガ（15日のみ）、リズ
ム体操、手遊び、ヘープサート、パネルシ
アターなど

10:00〜11:30
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1 ㊌
外科 MP萩（堀内） 24・0082

　　　　  　 内科 市原（塩屋町） 22・0184

2 ㊍
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 藤原（土原） 22・0781

3 ㊎
●人権相談 （10:00〜/福栄コミュニティセンター）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 波多野（堀内） 25・2788

4 ㊏
●萩博物館「べっぴん！美形いきもの帳」 〜9/6　　　　　（9:00〜/萩博物館）外科 都志見（江向） 22・2811
○いきいきのびのびふれあい活動展 〜5日　　　　（10:00〜/市民館小ホール）内科 中坪（今魚店町） 22・5430
○たまち土曜夜市 11、18、25日 （18:00〜/田町商店街）

5 ㊐

○萩の瀬つきあじ祭り　　（9:30〜/県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」）内科・歯科（外科）
○須佐男命いか直売市 〜9/27日（7/25・26、8/15・16を除く毎週土・日曜日） 休日急患診療センター（椿）26・1397

（9:30〜/須佐漁港）
○萩市民芸能の夕　　　　　　（昼の部13:00〜、夜の部18:00〜/市民館大ホール）

6 ㊊
○萩市環境美化週間 〜12日 （9:00〜/市役所ロビーほか）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

7 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

8 ㊌
外科 かわかみ（椿東） 21･7538
内科 みやうち（椿） 25・2500

9 ㊍
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

10㊎

●行政相談 （9:00〜/福栄コミュニティセンター）外科 花宮（平安古町） 25・8738
●人権相談 （10:00〜/旭マルチメディアセンター）内科 山本（椿東） 26・0077
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100
○老人クラブスポーツ大会 （10:00〜/市民体育館）

11㊏
○むつみ昆虫王国オープン 〜8/31 （9:00〜/むつみ昆虫王国）外科 田町（東田町） 24･1234
○萩吹奏楽団サマーオレンジーズ定期演奏会　　（17:30〜/市民館大ホール）内科 柳井（橋本町） 22・0748

12㊐
●河川海岸一斉清掃等 （早朝〜/市内全域）内科・歯科（外科）
○北長門合唱祭 （13:30〜/市民館小ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397

13㊊
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 市原（塩屋町） 22・0184

14㊋
●行政相談 （9:00〜/小川支所）外科 萩市民（椿） 25･1200
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）

15㊌
●年金出張相談　　　   　　　　　　　　　　（10:00〜/田万川総合事務所）外科 MP萩（堀内） 24・0082

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

16㊍
●行政相談　　　　　　　　　　　　（10:00〜/むつみコミュニティセンター、

13:00〜/むつみ農村環境改善センター）

17㊎
●行政相談 （10:00〜/弥富公民館）

情報カレンダー日月火水木金土
３１ ２ ４

６５ ８ ９10 11
14

20 21
12 16 17 1815
19 24 2523
13

27 28293026
22

７

31

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

5日㊐
12日㊐

［内外科］
［内外科］

齋藤（阿武町）
休日急患診療セ

08388・2・2838
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

※小児科は、10日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月７
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守り！育
て！いかそう！

萩のおたから
３

hagi

（推薦者　萩まちじゅう博物館推進委員会むつみ部会
および地元有志の皆さん）

むつみ地域のおたから

表紙 伝統を受け継ぐ勇壮な姿！
玉江浦「おしくらごう」

　６月７日、玉江浦地区で藩政時代から受け継がれ
ている伝統の和船競漕「おしくらごう」が開催され
ました。３隻の船に乗り込んだ鉢

はちまき

巻・下
し た お び

帯姿の７人
の若者が、掛け声とともに櫓

ろ

と櫂
かい

を漕
こ

ぎ、往復1.2㎞
の白熱したレースを繰り広げ、玉江浦１区（八

やたがらす

咫烏）
が優勝しました。
　中学生の部と一般の部の和船競漕（300 ｍ）も開
催され、合計31チームが参加。中学生男子の部は「や
たがらす２世」（萩西中）、中学生女子の部は「ＫＡＲ
Ｙ」（萩西中）、一般の部は「Ｎ・Ａ・Ｓ（西の浜オー
ルスターズ）」がそれぞれ優勝しました。

伏馬山とひまわりロード

　むつみ地域は、中国山地の山々に囲まれた盆地で、中央
を蔵

ぞ う め き

目喜川が流れ、その周辺に集落が点在する農村です。
阿武単成火山群の噴火により生まれた伏

ふ す ま

馬山
やま

や千
せんごくだい

石台
などの自然地形を背景に、その肥沃な土壌には古くから
人々が住み、古代の土器や集落遺跡、古墳など、人々が
脈々と生きてきた証が各所に残されています。
　盆地を囲む山々には、中世の戦乱の名残を留める山城
や大内氏の遺跡などがあります。また、藩政時代に置かれ
た奥

お く あ ぶ さ い ば ん

阿武宰判の勘
かんばあと

場跡をはじめ、石州街道や阿武郡
じゅうきゅう

十九
ヶ
か そ ん

村の要の地として栄えた名残があり、田園風景ととも
に農業にまつわる祭礼や小

しょうし

祠・野
のぼとけ

仏が伝わっています。
　夏季には、自然環境を活かして、ひまわりロードや昆虫
王国、ネムの丘キャンプ場がオープン！夏季を中心に出
荷される特産の千石台大根や山口あぶトマトなど、むつ
みのおたからの恵みをさまざまな形で楽しめます。
　この夏、むつみのおたからを改めて巡ってみませんか。

恵まれた自然地形と先人から引き継
がれてきた田園風景、暮らしの証

奥阿武宰判勘場跡

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※６月1日〜６月15日受付分
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